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ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生運動

清らかな源流の里

県南農林だより
第１１号

所長あいさつ

農林業関係の動き

平成２８年度「県南農林だより」発行にあたり、ご挨拶いたしま

す。

東日本大震災から、６年目の春を迎えました。しかし、原子力発

電所の事故の影響は大きく、モニタリング検査など継続した取

組を続ける必要があります。

一方、昨年は、ＥＵにおける本県農産物の輸入規制の一部解除

があり、県内の農産物直売所の売り上げも震災前を上回り、ま

た、県南地方に限ってみても、放射性物質の検査では主要な食

品である米や野菜、果物、畜産物は４年連続基準値超過はゼロ

であり、新規就農者数も過去１３年の記録で最多になるなど明る

い話題も多くありました。

「県南農林だより」では、県南地域が県内の復興の牽引となる

よう、復興に向けた様々な取組やイベント等、元気のでる特徴的

な情報を皆様にお届けします。

県南農林事務所 所長 桃井 栄一

■平成２７年度しらかわ・地域産業６次化ネットワーク交流会を開催

３月１６日（水）、白河市立図書館で地域産業６次化に取り組

む事業者で組織する「しらかわ・地域産業６次化ネットワーク

の交流会」を開催しました。

交流会では、ネットワーク会員である（有）肉の秋本本店の

秋元社長と（有）ケーフーズ生田目の鈴木社長より「６次化商

品の価格の付け方」について講演をいただき、商品開発の方

法や流れをはじめ、価格設定の基本的な考え方として、コス

ト計算や利益率の確認が重要であるなど、経営上の要点を

学びました。

また、続いて行われた会員の生産する６次化商品の試食・

物販交流の時間には、お互いの商品を紹介しあったり、商品開発についての相談をしたりネット販売方法の

情報交換など、事業者間の新たな連携が図られました。（企画部）

交流会の様子
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■新生「矢祭山みどりの少年団」始動！

４月１８日（月）、矢祭町立矢祭小学校３～６年生の１７７名で構成される

「矢祭山みどりの少年団」の結団式が行われました。

この少年団は、昭和４９年に矢祭町立内川小学校で結団された歴史の

ある少年団ですが、今年度、内川小を含む町内５つの小学校が統合して

矢祭小学校となったことから、新生「矢祭山みどりの少年団」として、新

たな出発となりました。

式では、県南農林事務所森林林業部長の祝辞の後、団長の蓮見一成

君から元気よく結団宣言がなされました。

式終了後には、少年団の３年生による稚鮎の放流が久慈川の矢祭橋付

近で行われました。

新たに歩み始めた「矢祭山みどりの少年団」を祝うかのような、爽や

かな晴天の下での少年団初の活動となりました。（森林林業部）
稚鮎の放流

■「肉用牛繁殖モデル農場」が竣工しました！

３月２６日（土）、ＪＡ東西しらかわと（株）ＪＡ東西しらかわグ

リーンファームが塙町に整備を進めてきた「肉用牛繁殖モ

デル農場(繁殖和牛100頭)」の竣工式が、大勢の関係者の

出席の下、華々しく開催されました。

本農場は、大震災・原発事故により大きな被災を受けた本

県の繁殖牛農家の復興・再生を図るため、国庫事業を活用

して同ＪＡが平成２６年から整備に取り組んできたものです。

モデル農場では、地域の耕種農家と連携して、飼料用米

や稲ＷＣＳ、飼料用とうもろこしなど自給飼料の生産に積極

的に取り組むとともに、最新技術を駆使した低コストかつ牛

の事故率低下を実現した本農場をモデルとして、阿武隈地

域はもとより本県の和牛繁殖の生産振興に取り組んでいくこととしています。

農林事務所でも、本農場の取組をしっかりと支援してまいります。(農業振興普及部)

関係者でのテープカット

■架線系集材現地研修会を開催

３月２３日（水）、奥久慈流域林業活性化センター主催による

架線系集材現地研修会が棚倉町内で開催され、県南地方の林

業就業者等２６名が参加しました。

今回の研修会では、「遠隔操作による無人架線系集材システ

ム」が実演されました。

このシステムは、株式会社ミツヤマグリーンプロジェクトが平

成２５年に林野庁補助事業を活用し、コンラッド社（オーストリア）

のマルチスキッダを改良して開発したものです。

作業道が開設できない林地での集材が可能になることや遠

隔操作により労働災害防止につながることが紹介されました。

参加者からは、「初めて見る機械で参考になった。これからも

新しい機械・作業システムを紹介してほしい。」との意見が寄せられました。

今後も、新しい作業システムを紹介しながら、地域の林業振興を図ってまいります。（森林林業部）

マルチスキッダ

（林地を往復しながら集材）
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コラム

■県南地方の農業施設の紹介【第７回】「玉野堰と棚倉堀」

いにしえの城下町、棚倉町に跡を残す棚倉城は、桜の

名所として有名ですが、城跡周囲のお濠は、桜の彩りを

引き立てるだけでなく、散った後も花 筏などで、訪れる
はないかだ

人々に印象深い春の風情を与えてくれます。

実は、このお壕、町の北部を流れる阿武隈川の支流、

社川が水源となっており、棚倉町逆川・堤地内にある「玉

野堰」より人工的に作られた「棚倉堀（別名：檜木川）」に

より引き込まれています。

玉野堰は室町時代後半（１５００年代後半）に作られ、棚

倉堀を通じて供される貴重な水は、当時水不足になりが

ちだった水田を潤すだけでなく、江戸時代に多くあった水車を回す動力として、庶民の生活用水として利

用されたと言われています。

玉野堰は、当時木製の堰であったため、大雨で流される

ことが度々ありました。そこで、昭和に入るとコンクリート

製に改修され、現在に至ります。

棚倉堀は根子屋川、町の東側からの大草川と流れを合

わせ、最終的には久慈川に合流しており、主要な河川どう

しを繋いでいます。（農村整備部）

【玉野堰】

【棚倉堀】

■「自分たちの集落は、自分たちで守っていこう！」農事組合法人入方ファーム

４月３日（日）、白河市内において「農事組合法人入方フ

ァーム」が平成２７年度豊かなむらづくり顕彰事業県知事表

彰と第４５回日本農業賞福島県代表に選ばれたことを祝

し、白河市長をはじめ多くの関係者や同集落全員が出席し

て、賑やかに祝賀会が開催されました。

農事組合法人入方ファームは、白河市の東部に位置す

る入方地区の農家２６戸で構成され、現在、水稲、大豆など

２８．２ｈａを経営している集落営農組織です。

昭和５０年代後半からの水田の基盤整備を契機に、「一

集落一農場」を目指して水稲の共同栽培等に取り組んでき

た定年帰農組を中心に、平成２４年７月に組織されました。

近年では、水稲の省力・低コスト技術の導入、水稲育苗ハウスを活用したカラフルミニトマトの生産、女性

部による転作大豆の６次化商品の開発、営農型発電等を導入など様々な取り組みを行っています。

また、入方集落自治会と相互協力し、環境美化活動や防災活動、グリーンツーリズムや地元保育園児の

食農教育の受入など、集落全戸でむらづくり活動に積極的に取り組んだことが今回の受賞となりました。

平成２９年には、未加入の農家３戸が加入することが確定しており、正に「一集落一農場」が完成される

こととなります。本組合が、福島県を代表する農事組合として、今後も元気に活躍できるよう、農林事務所

としてもしっかりと支援してまいります。(農業振興普及部)

出席者全員での記念撮影
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お知らせ

■春の農作業安全運動実施中！

春の農作業シーズンとなり、トラクター、田植え

機、刈り払い機などの農業機械を使用する機会が増

えます。

農業機械の操作・使用には十

分注意し、余裕を持った計画を立

てて農作業を行いましょう。

（農業振興普及部）

■山火事注意！

県内各地においてこの春、林野火災が多数発生

しています！ 空気が乾燥して林野火災が発生し

やすい時期が続きますので、火の始末に十分注意

をお願いします。（森林林業部）

誓います 森の安全 火の始末

【山火事防止強化月間】
▶２/１０ ５/３０
▶１０/２０ １２/２０

■農業青年クラブ新規会員募集！

県南地方には、若手農業者の集まりである「農業

青年クラブ」が２つあります。それぞれ研修会や県

内外での直売イベントの実施

など、自らの今後の農業経営

や技術向上に役立てるため

様々な活動をしています。

活動内容のお問い合わせ

や加入のご相談は、農業振興普

及部（０２４８－２３－１５６５ 担当：

各務・川島）までお願いします。
か か み

（農業振興普及部）

■山菜の出荷に注意してください！

春の山菜シーズン真っ盛りですが、県南地域

では下表の市町村で採取された山菜が出荷で

きませんので御注意ください。

品目 市町村

たけのこ 白河市、西郷村

たらのめ 白河市、西郷村、泉崎村、 

（野生の物に限る） 塙町、鮫川村

わらび 鮫川村

こしあぶら 全市町村

■第１回「おいしい ふくしま いただきま
す！」キャンペーン

○日時 平成２８年５月２１日（土）９：３０～１２：３０

○場所 り菜あん（白河市弥次郎窪）

旬の県産農林水産物をＰＲし、消費拡

大を推進するためのキャンペーンを開

催します。

参加費無料で、春野菜や６次化商品

の試食、プレゼント企画を行いますの

で、是非ご来場ください。（企画部）

■学校給食地産地消推進事業の募集

学校給食において県産農林水産物の活用を積極

的に行う小中学校や市町村等の取り組みを支援し

ています。

１回の給食を構成する品目の内、８割以上の品目

で県産農林水産物を使用したメニューであれば、全

ての食材購入費が補助対象となり、上限額は、対象

となる児童生徒数に５００円を乗じた額です。

また、食育活動に係る経費の補助もあります。

おいしい県産農林水産物を是非、学校給食で利

用してください。（企画部）

農林業に関する相談などお気軽に御連絡ください！

福島県県南農林事務所 企画部
〒 ：９６１-０９７１
住所：福島県白河市昭和町２６９［白河合同庁舎］
電話：０２４８-２３-１５７７

平成２８年５月１３日発行


